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１.総論 
 

（１）自転車活用推進計画策定の位置付け 

自転車は、他の交通機関と比べて環境にやさしい交通手段であり、子供から高齢者まで幅広い世

代において、便利で身近な乗り物として、通勤・通学、買い物、サイクリング、観光・レジャー等、

日常生活から余暇活動まで、様々な場面で利用されています。さらに、近年では、健康づくりや環

境意識の高まりなどもあって、移動手段としての利用ニーズも高まっています。 

我が国においても、これまで「自転車道の整備等に関する法律」（昭和４５年法律第１６号）や「自

転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対策の総合的推進に関する法律」（昭和５５年法律第８

７号）に基づき、自転車道の整備、交通事故防止対策、放置自転車対策等を推進してきましたが、

近年では、自転車の活用による環境への負荷の低減、国民の健康の増進等を図ることが重要な課題

であることに鑑み、自転車の活用を総合的かつ計画的に推進するため、「自転車活用推進法」（平成

２８年法律第１１３号）（以下、「推進法」という。）が施行され、国の自転車活用の推進に関して基

本となる計画として、推進法第９条に基づく「自転車活用推進計画」が閣議決定（平成３０（２０

１８）年６月）されるなど、本格的な自転車活用施策が開始されています。 

和歌山市は、紀伊半島の北西部に位置し、市のほぼ中央部を一級河川である紀の川が東西に流れ、

北部は緑豊かな和泉山脈が連なり、北西部から南部にかけては風光明媚な海岸線が延びている地形

を有し、平地が多く、大都市と比べ比較的交通量が少ないなど、自転車を快適に走行するための条

件が整っています。そのため、地域の魅力を楽しみながらの観光や健康づくりを推進するため、和

歌山県と連携して「サイクリングロード整備基本計画」（平成２７（２０１５）年４月）を取りまと

め、「川のサイクリングロード※1」及び「海のサイクリングロード※2」を位置付け、自転車を利用し

やすい環境づくりを推進してきました。近年では、「自転車シンポジウム」の開催（平成３１（２０

１９）年２月）や、自転車を活用したまちづくりを推進する全国市区町村長の会（令和元（２０１

９）年１１月１４日現在 ３５８市区町村が加入）が主催する「第１回全国シクロサミット」（平成

３１（２０１９）年３月）が本市で開催され、開催地としての盛り上げ、内外への発信など、自転

車活用の機運の醸成を図っているところです。 

このような状況から、今後の自転車活用のより一層の推進を図ることを目的に、本市の実情に応

じた「和歌山市自転車活用推進計画」を推進法第１１条に基づいて定め、自転車の活用に関する施

策を総合的に進める指針として位置付けを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

2 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計画の区域 

和歌山市全域とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）計画の期間 

令和２（２０２０）年度～令和８（２０２６）年度の７年間とする。 

既存計画 

第５次和歌山市長期総合計画（基本構想・基本計画） 

和歌山市地域公共交通網形成計画／和歌山市都市・地域総合交通戦略 

 

第１０次和歌山市交通安全計画 

サイクリングロード整備基本計画 

連携   整合 

 

図２ 和歌山市の全体図 

大阪市神戸市

京都市

高野町

白浜町

和歌山市

関西国際空港

図３ 和歌山市の位置図 
図２ 和歌山市全体図 

国 自転車活用推進計画 

（平成３０（２０１８）年６月策定） 

和歌山県自転車活用推進計画 

（平成３１（２０１９）年３月策定） 

 

勘案 

勘案 

第２次和歌山市教育振興基本計画 

図１ 計画の位置付け 

和歌山市スポーツ推進計画 

第２期和歌山市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

和歌山市自転車活用推進計画 

※その他関連計画 

和歌山市都市計画マスタープラン、和歌山市立地適正化計画、和歌山市歴史的風致維持向上計画、 

和歌山市中央卸売市場整備基本計画など 

和歌山市自転車通行空間整備基本計画 
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２.和歌山市における自転車を巡る現状・課題及び目標 

  

本市の自転車を巡る現状と課題、推進法の目的・理念等を踏まえ、自転車活用の推進に関す

る目標を４分野（１：都市環境、２：安全・安心、３：観光・スポーツ、４：健康増進）に分

類し、それぞれの分野における現状と課題から、次のとおり目標を設定します。 

 

分野１：都市環境 

 

＜現状と課題＞ 

１）自転車の利用環境について 

近距離移動に手軽で便利な乗り物である自転車は、通勤や通学、買い物、レジャーなど様々

な目的で利用されており、また、近年、環境意識や健康志向の高まりなどからも、その利用ニ

ーズが増加しています。自転車は「車両」であるため、本来車道通行が原則ですが、現状では

自転車通行空間が十分確保されていないため、歩道上において歩行者と自転車が混在している

状況です。さらに自転車は「車両」であるという認識が希薄化していることから、歩道上では

歩行者優先というルールが守られず、歩行者にとって危険な状況となっています。 

和歌山市では、平成２１（２００９）年から平成３０（２０１８）年までの過去１０年間

で、自転車関連事故※3件数は減少傾向にあるものの、全交通事故件数に占める自転車関連事

故の割合は横ばいとなっており、特に和歌山市中心部において集中して発生しています。 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 歩行者と自転車が混在する自転車歩行者道の例 

図５ 和歌山市内の全交通事故件数及び 
自転車関連事故件数の推移 

（出典：和歌山市自転車通行空間整備基本計画） 

図６ 和歌山市内の自転車関連事故分布図 
（H21～H30） 

（出典：和歌山市自転車通行空間整備基本計画） 

：自転車関連事故 
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２）交通手段分担率について 

人口の流出や少子高齢化、自動車社会の進行で、公共交通機関の利用者は減少し、バス路線

の廃止や減便により、公共交通ネットワーク機能が低下し、異なる交通モード間、路線間の連

携機能が十分でないため、自動車への依存が強くなってきています。和歌山市では、昭和５５

（１９８０）年から平成２２（２０１０）年までの過去３０年間で、鉄道・バスの交通手段分

担率が減少（１０．６%→７．３%）している一方で、自動車の交通手段分担率が大幅に増加（２

７．８%→５２．９%） しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）自転車等駐車場について 

和歌山市では、市営自転車等駐車場として、現在１９駅の周辺に２８か所（収容台数約９，

０００台）の自転車等駐車場を管理しています。そのうち３駅３か所は有料の自転車等駐車場

として指定管理制度を利用して管理しており、残りの１６駅２５か所は無料の自転車等駐車場

として、市で直接管理しています。 

無料の自転車等駐車場は、設置から約３０年を経過しているところもあることから、白線の

消失や看板の劣化、長期的に放置されている自転車等により利用しにくい状況となっています

が、各自転車等駐車場の現状を改善できていない状況にあります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 和歌山市の交通手段分担率の推移 
   （近畿圏パーソントリップ調査より作成） 

図８ 有料自転車等駐車場の例 
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４）放置自転車について 

「和歌山市自転車等の放置の防止に関する条例（昭和６０年条例第９号）」により、自転車等

駐車場が整備されている地域内で、自転車等の放置により市民の良好な生活環境を著しく阻害

されている公共の場所や、災害時における防災活動が妨げられる恐れのある公共の場所を放置

禁止区域として指定できることから、現在は５か所を自転車の放置禁止区域に指定し、定期的

に広報活動や見回りを行っています。放置自転車については、全体的に減少傾向にあるものの、

放置禁止区域内外、無料の自転車等駐車場内で依然として解消されていない状況にあります。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この目標を実現するために、自転車通行空間が整備されたネットワークの構築、まちづくりと

連携した総合的な取組の推進、レンタサイクルやシェアサイクルなどによる二次交通の推進、市

営自転車等駐車場の再整備及び放置自転車対策の推進などに取り組みます。 

図 10 和歌山市の放置禁止区域の例 
（ＪＲ和歌山駅中央口周辺） 

図 11 和歌山市の放置自転車年間撤去台数の推移 

図９ 無料自転車等駐車場の例 

  

＜目標＞ 

『すべての自転車利用者が快適に走れるまち』 
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分野２：安全・安心 

 

＜現状と課題＞ 

１） 自転車通行安全ルールについて 

道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）（以下、「道交法」という。）上、自転車は「軽車両

※4」と位置付けられた「車両」でありますが、自動車とは異なり、免許がなくても運転できる

乗り物であるため、「自転車安全利用五則」などのルールを十分理解せずに運転をしているケー

スも見受けられます。歩道上のスピード走行や並進走行、夜間ライト不点灯など、自転車安全

利用五則が守られておらず、平成３０（２０１８）年の自転車乗用中死者における法令違反の

割合は、高齢者で７８％、高齢者以外でも６９％と高くなっています。 

一方、自転車関連事故件数については、減少傾向にあるため、「自転車安全利用五則」は徐々

に浸透してきていると思われますが、今後も引き続き「自転車安全利用五則」の周知・啓発活

動を進めていく必要があります。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

① 自転車は、車道が原則、歩道は例外 

② 車道は左側を通行 

③ 歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行 

④ 安全ルールを守る 

（飲酒運転・二人乗り・並進の禁止、夜間はライトを点灯、交差点での信号遵守と一時停止・安全確認） 

⑤ 子どもはヘルメットを着用 

（平成１９（２００７）年７月１０日警察庁交通対策本部決定） 

図 13 自転車安全利用五則 

図 12  自転車乗用中死者の法令違反状況の推移 
（出典：平成 30年における交通死亡事故の特徴等について（平成 31（2019）年 2月 14日警察庁交通局公表）） 
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２）交通安全教室について 

   自転車を使用することが多い小学生、中学生及び高校生に対しては、交通社会の一員である

ことを考慮し、自転車運転者講習制度の施行（平成２７（２０１５）年６月１日道交法改正）

も踏まえ、自転車利用に関する道路交通の基礎知識、交通安全意識及び交通マナーに係る教育

を充実させる必要があります。 

現在、和歌山市内の小学校で行われている交通安全教室では、信号を運動場に置くなど運動

場を道路に見立てた環境をつくり、各警察署主導のもと、児童は実際に自転車に乗りながら安

全な乗り方を教わっています。 

しかしながら、和歌山市では小学校における交通安全教室の実施率は比較的高い水準にあり

ますが、中学校における実施率はそれほど高くない状況にあります。 

 

 

 ３）自転車損害賠償保険等について 

自転車利用者は自転車で加害事故を起こした場合、賠償額が数千万円と高額になるケースも

生じるため、加害者の経済的負担の軽減と被害者の保護を図るためには、自転車損害賠償保険

等に加入することが望まれます。和歌山県では、「和歌山県自転車の安全利用の促進に関する条

例」が施行され、令和元（２０１９）年１０月１日から自転車利用者等の自転車損害賠償保険

等への加入が努力義務となっており、さらに自転車小売業者も、自転車を購入しようとするも

のに加入を勧奨することが努力義務となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この目標を実現するために、自転車利用者に対する安全利用啓発の推進、各学校における交通

安全教室の充実、自転車損害賠償保険等の加入促進などに取り組みます。 

『自転車利用者の交通マナーが良いまち』 

＜目標＞ 
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分野３：観光・スポーツ 

 

＜現状と課題＞ 

１）サイクリングルートについて 

和歌山市は、紀伊半島の北西部に位置し、海や山に囲まれた豊かな自然を有する地形である

一方で、北には世界各国とつながる「空のルート（関西国際空港）」、西には四国とつながる「海

のルート（南海フェリー）」、東や南には各地につながる「陸のルート（鉄道路線）」が走るなど、

公共交通の結節点となっています。 

また、地形を活かしたサイクリングルートとして、紀の川沿いに京奈和自転車道を構成する

「川のサイクリングロード」、さらに海岸沿いには延長約１，４００ｋｍにも及ぶ太平洋岸自転

車道を構成する「海のサイクリングロード」が整備されており、広域サイクリングの視点から

も周辺地域との交通結節点（起終点）となっていますが、これらのサイクリングに適した環境

を十分に活かしきれていない状況にあります。 

さらに、市内に位置する「川のサイクリングロード」や「海のサイクリングロード」は、人

気サイクリングルートランキングの常連である「しまなみ海道」や「ビワイチ」などのサイク

リング先進地域に比べると、全国的な認知度が低い状況にあり、インターネットモニターによ

るアンケート調査結果（令和元（２０１９）年６月１４日実施）でも、市内のサイクリングル

ートの市民の認知度は約４割と低く、平成３０（２０１８）年度に作成した和歌山市サイクリ

ングマップも十分に活用できていない状況にあります。 

 

 

 

２）太平洋岸自転車道について 

千葉県銚子市（銚子駅）を起点として神奈川、静岡、愛知、三重、和歌山県の各太平洋岸沿

岸を走り、和歌山県和歌山市（加太港）に至る延長約１，４００ｋｍの自転車道構想である「太

平洋岸自転車道」は、これまで各道路管理者が地域の実情に応じ、自転車通行空間の整備を行

ってきた結果、統一感がないなど、その効果が十分に発揮されていない状況にあります。 

現在は、令和２（２０２０）年の東京オリンピック・パラリンピックまでの整備を目指して、

関係する国の機関及び地方公共団体が連携して、路面表示や案内看板等の整備を進めていると

ころであります。 

   一方、太平洋岸自転車道の終点である加太港は、西側に紀伊水道や友ヶ島を望む、良好な眺

望を有するスポットですが、終点ポイントである淡嶋神社前には目印がなく、拠点としての整

図 14 広域サイクリングルートの起終点のイメージ 図 15 和歌山市サイクリングマップ 
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備が行われていないことから、サイクリストを呼び込むための貴重な資源を活かしきれていな

い状況にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）サイクリストの受入環境について 

和歌山市内には、現在３２か所のサイクルステーション※5と９か所のサイクリストに優しい

宿※6が登録されていますが、サイクリング先進地域に比べると休憩所などサイクリストの受入

環境が十分に充実していない状況にあるため、サイクリストの誘客のためには、さらなる受入

環境の充実が必要です。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 図 19 サイクルステーション 図 20 サイクリストに優しい宿 

図 17 市内における整備状況(路面表示及び看板) 図 18 太平洋岸自転車道のＰＲ活動 

図 16 太平洋岸自転車道 
（太平洋岸自転車道ナショナルサイクルルート指定推進協議会資料） 
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４）サイクルツーリズムによる観光振興について 

和歌山市は、魅力的な観光地（観光施設を含む。）を数多く有していますが、鉄道駅及びバス

停から観光地までアクセスしづらいことや、それぞれの観光地が市内に広く分散していること

から、回遊しづらい状況にあります。 

現在、一般社団法人和歌山市観光協会や宿泊施設等の民間事業者でレンタサイクル事業を実

施しており、一定数の利用を得ているところでありますが、観光客の利便性については十分で

ない状況にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21 日本遺産「絶景の宝庫和歌の浦」の干潟沿い
に位置する「海のサイクリングロード」 

図 22 和歌山城のレンタサイクル 

この目標を実現するために、先進地域との連携によるサイクリストの誘客やサイクリングルー

トのＰＲ推進、太平洋岸自転車道の整備推進、官民連携等によるサイクリングの拠点整備などサ

イクリング環境の充実、広域サイクリングルートの活用及びアクセス環境の改善、レンタサイク

ルやシェアサイクルなどによる二次交通の推進などに取り組みます。 

『サイクリストや観光客が楽しめるまち』 

＜目標＞ 
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分野４：健康増進 

 

＜現状と課題＞ 

１）運動習慣について 

「健康わかやま２１（第２次）中間評価報告書」によりますと、平成２９（２０１７）年度

の和歌山市において、運動習慣者（１日３０分以上、週２回以上、１年以上継続して運動して

いる者）の割合は、男女とも６０歳以上（男性：３４．２％、女性：２３．０％）に比べて、２

０歳～５９歳（男性：２７．０％、女性：１７．２％）は低いという結果が出ています。また、

６０歳未満の男女とも、運動やスポーツをしていない理由の１位は、「忙しくて時間がない」と

いう状況にあります。 

 

２）自転車活用の有効性について 

花王株式会社和歌山工場で行われた「自転車を活用した従業員の健康づくり」の取組では、

社内規定の見直しや道路や駐輪場の整備など環境づくりが必要となるものの、朝から活力が増

し、仕事の生産性向上や社員の心身健康維持につながったとの結果が出ています。 

また、同工場では、既存の自転車通勤制度に加えて、平成２５（２０１３）年に導入された

自転車と自動車やバイクを併用して通勤できる「健康づくり通勤制度」を導入し、その結果、

平成２３（２０１１）年から７年間で自転車通勤者は約２００人増加し、平成２５（２０１３）

年からは毎年徐々に自転車通勤者が増えてきている状況にあります。 

 

３）自転車通勤について 

企業・団体等の自転車通勤の導入を促進し、事業者活動における自転車通勤や業務利用を拡

大するため、国は令和元（２０１９）年５月に自転車活用推進官民連携協議会において策定し

た「自転車通勤導入に関する手引き」を公表しました。この「自転車通勤導入に関する手引き」

は、これから自転車通勤制度を導入するための検討をする際や、既にある自転車通勤制度の見

直しを行う際の参考となるものとなっています。 

和歌山市においても、職員の健康増進、渋滞緩和や環境負荷の低減の効果が見込めるため、

通勤のために自転車を使用する職員であって、自転車損害賠償保険へ加入している職員に対し

て、平成２６（２０１４）年度から６年間エコ通勤手当を支給して自転車通勤を推進した結果、

約１４０人増加しました。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 
図 23 和歌山市職員の自転車通勤者の推移 
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この目標を実現するために、手軽に実施しやすい有酸素運動としてのサイクリングの活用や市

内事業者への自転車通勤の推奨などに取り組みます。 

 

『自転車利用を通じて元気に暮らせるまち』 

＜目標＞ 
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３．自転車活用の推進に関する施策 
 

 ４つの分野ごとに設定した目標の達成に向けて、各目標ごとに自転車活用推進に関する施策

を次のとおり実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（施策４－１）手軽に実施しやすい有酸素運動としてのサイクリングの活用 

（施策４－２）市内事業者への自転車通勤の推奨 

分野１：都市環境 

目標：すべての自転車利用者が快適に走れるまち 

 

＜分野ごとの目標＞ 

（施策１－１）自転車通行空間が整備されたネットワークの構築 

（施策１－２）まちづくりと連携した総合的な取組の推進 

（施策１－３）レンタサイクルやシェアサイクルなどによる二次交通の推進 

（施策１－４）市営自転車等駐車場の再整備及び放置自転車対策の推進 

分野２：安全・安心 

目標：自転車利用者の交通マナーが良いまち 

 
（施策２－１）自転車利用者に対する安全利用啓発の推進 

（施策２－２）各学校における交通安全教室の充実 

（施策２－３）自転車損害賠償保険等の加入促進 

分野３：観光・スポーツ 

目標：サイクリストや観光客が楽しめるまち 

 
（施策３－１）先進地域との連携によるサイクリストの誘客やサイクリングルートのＰＲ推進 

（施策３－２）太平洋岸自転車道の整備推進 

（施策３－３）官民連携等によるサイクリングの拠点整備などサイクリング環境の充実 

（施策３－４）広域サイクリングルートの活用及びアクセス環境の改善 

（施策３－５）レンタサイクルやシェアサイクルなどによる二次交通の推進（再掲） 

分野４：健康増進 

目標：自転車利用を通じて元気に暮らせるまち 
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（施策１－１）自転車通行空間が整備されたネットワークの構築 

◆「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（平成２８（２０１６）年７月）」及び「和歌

山県自転車活用推進計画（平成３１（２０１９）年３月）」を踏まえて策定した「和歌山市自転車

通行空間整備基本計画」に基づき、和歌山市の実情を十分に考慮し、各道路管理者や和歌山県警

など関係機関と連携を図ったうえで、自転車と歩行者の分離により安全性が高く、かつネットワ

ークとして連続した自転車利用環境の整備を推進します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

分野１：都市環境の目標 

「すべての自転車利用者が快適に走れるまち」の実現に向けた４つの施策 

③ 

図 24 自転車ネットワーク路線の選定フロー図  

■自転車ネットワーク計画

の対象エリアの設定 

 

【選定要件】 

自転車・歩行者交通量の

多いエリア 

■優先整備エリアを選定 

 

【選定要件】 

・自転車関連事故が多い 

エリア 

・自転車×歩行者事故が多い

エリア 

・自転車利用者が集中する 

エリア 

・自転車利用者の増加が見込 

まれるエリア 

 

■選定２ 

連続性を確保する

ための路線 

■選定１ 

優先整備エリア内における路線の選定 

 

・公共交通施設、学校、病院、商業

施設等を結ぶ路線 

・通学路の対象路線 

・自転車関連事故が多い路線等 

自転車 
ネットワーク 
路線の決定 

N

7
5

2

7
5

2

凡例

歩行者×自転車の事故が多い
エリア

自転車利用者が集中する
エリア

自転車利用者の増加が
見込まれるエリア

自転車ネットワーク路線

国道

市道

県道

（破線は事業中）

Ｒ元．１２月時点

JR
和歌山駅

JR
宮前駅

JR
紀三井寺駅

和歌浦

南海
和歌山市駅

和歌山城

図 25 和歌山市内における自転車ネットワーク路線  

※道路の移管等により、道路管理者が変更となる場合がある。 
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（施策１－２）まちづくりと連携した総合的な取組の推進 

 ◆地域で行われているまちづくりと連携し、各地域の生活道路における通過交通の抑制や無電柱

化と合わせた自転車通行空間の整備についての総合的な取組を推進します。具体的には、歴史的

建造物である民家が点在する和歌浦地区において、重要な文化財である紀州東照宮や和歌浦天満

宮につながるルートの無電柱化に合わせ、自転車通行空間の整備を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 27 無電柱化と合わせた自転車通行空間の整備例 

和歌浦天満宮 

市道 
和歌浦口雑賀崎線 

和歌浦 

和歌浦口 

紀州東照宮 

市道 
和歌浦５８号線 

図 26 整備形態の考え方  

１）自転車道の幅員は 2.0ｍ以上とする。ただし、地形の状

況その他の特別の理由によりやむを得ない場合においては、

1.5ｍまで縮小することができる。 

２）双方向の自転車道の採用については、一定の区間長で

連続性が確保されていることや区間前後・内に双方向自転

車道が交差しないこと等を踏まえ、関係機関と協議の上え、

採用する。なお、双方向の自転車道の幅員は 2.0ｍ以上と

する。 

３）自転車通行帯の幅員は、1.5ｍ以上とする。ただし、やむ

を得ない場合（交差点部の右折車線設置箇所など、区間

の一部において空間的制約から 1.5ｍを確保することが困

難な場合）は、整備区間の一部で最小 1.0ｍ以上とする

ことができる。 

４）普通自転車歩道通行可の規制との併用については、関

係機関と協議の上、決定する。 

５）自転車の安全性を向上させるため、必要に応じて舗装や

グレーチングの補修など、路肩の整備を行う。また、自転車

歩行者道が整備されている場合は、歩道内における安全対

策も併せて実施する。 

６）暫定形態として自転車通行空間を整備後に、道路や交

通状況の変化により改良等が実施される場合は、完成形

態での整備を行う。 
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（施策１－３）レンタサイクルやシェアサイクルなどによる二次交通の推進 

◆駅やバス停近辺でのシェアサイクルポートの設置の検討を行うなど、公共交通機関を利用しや

すい環境の整備を促進します。 

◆観光地や宿泊施設・駅等をつなぐ手段としてレンタサイクルを促進するとともに、これまで行

ってきたレンタサイクル事業での課題や観光客のニーズを踏まえ、観光客の利用増加や市内滞在

時間の増加を図り、地域振興を推進します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

（施策１－４）市営自転車等駐車場の再整備及び放置自転車対策の推進 

◆市営自転車等駐車場において、各自転車等駐車場の現状を把握し、その状況に応じて計画的に

白線の書き換えや看板の更新などを行い、自転車利用者にとって利用しやすい自転車等駐車場の

整備を推進します。 

◆放置自転車対策として、禁止区域の見回りに加え、市内にある高等学校への啓発チラシの配布、

広報車による啓発活動、禁止区域内の自転車に対して啓発札（緑札）の貼付けなどの啓発活動の

強化を行うことで、自転車利用者のモラルの向上を図ります。 

  

 

 

 

 

図 28 二次交通推進のイメージ 

図 30 放置自転車の撤去状況（撤去前・撤去後） 図 31 撤去自転車等の保管場所 
（紀和駅前自転車等保管所） 

図 29 観光拠点等におけるレンタサイクル 

＜撤去前＞ ＜撤去後＞ 
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（施策２－１）自転車利用者に対する安全利用啓発の推進 

◆小学生を対象に「自転車に乗るときの決まり」と題したリーフレットの配布、中学生や高校生

を対象に「自転車安全利用五則」を記載した自転車安全利用啓発チラシの配布を行うなど、自転

車安全利用の周知を推進し、若年時からの自転車安全利用の習慣づけを図ります。 

◆市の広報紙やホームページ等を利用して「自転車安全利用五則」などの啓発活動を行っていく

とともに、交通安全関係機関と協議や検討を行い、連携して街頭での自転車の安全利用啓発を推

進します。 

 

 

 

（施策２－２）各学校における交通安全教室の充実 

◆各小学校において、警察署主導の交通安全教室をはじめ、交通安全母の会、地域の交通指導員、

保護者等、地域の方々と連携した交通安全教室の充実を図ります。 

◆コミュニティ・スクール※7を活用したり、既に地域と協働で交通安全教室を行っている優れた

事例を各学校へ紹介するなどして、交通安全教室の充実を図ります。 

 ◆中学校、高等学校において、自転車利用のルールやマナーなどが学習できる交通安全教室の充

実を図ります。 

   

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 33 小学校における交通安全教室 

分野２：安全・安心の目標 

「自転車利用者の交通マナーが良いまち」の実現に向けた３つの施策 

図 32 街頭での交通安全啓発活動 
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（施策２－３）自転車損害賠償保険等の加入促進 

◆和歌山市交通安全母の会連絡協議会など交通安全関係団体による研修会において、自転車損害

賠償保険等の必要性について説明を行うなど、加入促進となる取組を行います。 

 ◆和歌山市ホームページをはじめ、学校や事業者向けなど、あらゆる機会を通じて周知啓発の充

実を図ります。 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 35 和歌山市交通安全母の会連絡協議会研修会 図 34 和歌山県自転車条例のチラシ 
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（施策３－１）先進地域との連携によるサイクリストの誘客やサイクリングルートのＰＲ推進 

 ◆観光サイクリングの先進地や隣接地域のサイクリスト立寄場所、宿泊施設、自転車店等を活用

し、和歌山市内の観光地等の魅力スポットを巡るサイクリングルートのＰＲを推進します。 

 ◆多言語によるサイクリングマップ等の提供を行うことで海外からの利用客の増加を図ります。 

◆観光サイクリングの先進地や隣接地域等と連携して、サイクリストの回遊性を高めるイベント

に参画するなど、国内外からサイクリストを呼び込み、新たな地域資源の魅力発見や地域の活性

化を図ります。 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（施策３－２）太平洋岸自転車道の整備推進 

◆太平洋岸自転車道推進協議会で定められた仕様による路面表示や案内看板等を整備することに

より、サイクリストの安全な通行の確保や円滑な誘導、ドライバーへの注意喚起を図ります。 

◆太平洋岸自転車道の「ナショナルサイクルルート※8」指定を目指し、太平洋岸自転車道のアク

ションプラン※9を参考に、必要な環境整備を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 38 誘導看板の例 図 40 統一ロゴマーク 図 39 路面表示（矢羽根）の例 

ナショナルサイクルルート 

 

長さ

＝1.50ｍ

幅＝0.75m

太平洋岸自転車道 

図 37 広域サイクルルート連携事業における 

社会実験の取組 

分野３：観光・スポーツの目標 

「サイクリストや観光客が楽しめるまち」の実現に向けた５つの施策 

図 36 サイクリングイベント 
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（施策３－３）官民連携等によるサイクリングの拠点整備などサイクリング環境の充実 

◆サイクルラックの設置など、サイクリストの受入サービスについて、観光施設や文化施設、店

舗等と連携し、サイクリストの受入環境の充実を図ります。 

◆大型駐車場施設等において、サイクリストの拠点化の実現に向けた検討を進めます。 

 ◆太平洋岸自転車道の終点地である加太地域において、地域の特色を活かした拠点整備を推進し

ます。 

 ◆和歌山市中央卸売市場の再整備に伴う「道の駅」を含めた余剰地活用により、広域サイクリン

グルートの起終点として、サイクリストや観光客の一大拠点となる『ゲートウェイ※10』機能を備

えた施設整備を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 42 和歌山市中央卸売市場の再整備に伴う余剰地活用のイメージパース（基本設計時） 

図 14 広域サイクリングルートの起終点のイメージ 図 41 ゲートウェイ機能のイメージ 
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（施策３－４）広域サイクリングルートの活用及びアクセス環境の改善 

◆サイクリングイベント等を通じて、市内の「海のサイクリングロード」や「川のサイクリング

ロード」の認知度の向上を図ります。 

◆駅などの拠点や自転車ネットワーク路線から、サイクリングロードへのアクセス環境の充実を

図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（施策３－５）レンタサイクルやシェアサイクルなどによる二次交通の推進（再掲） 

◆駅やバス停近辺でのシェアサイクルポートの設置の検討を行うなど、公共交通機関を利用しや

すい環境の整備を促進します。 

◆観光地や宿泊施設・駅等をつなぐ手段としてレンタサイクルを促進するとともに、これまで行

ってきたレンタサイクル事業での課題や観光客のニーズを踏まえ、観光客の利用増加や市内滞在

時間の増加を図り、地域振興を推進します。 

 

 

 

 

 

 

図 43 サイクリングロードへのアクセス（イメージ） 

 
和歌山サイクリングの拠点 

（海のルート・川のルート） 

岬町へ(泉州サイクルルート) 

岩出市へ 

（京奈和自転車道） 

海南市へ(太平洋岸自転車道) 
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（施策４－１）手軽に実施しやすい有酸素運動としてのサイクリングの活用 

◆運動習慣が低い世代に向けて、保健所や保健センターなどにおける健康教育や相談、乳幼児健

診等あらゆる機会を利用して、生活の中で通勤や買い物に利用する等、手軽に実施しやすい有酸

素運動としてのサイクリング活用の啓発を推進します。 

◆運動習慣者の割合の増加を目指し、地域職域リーダーが参加する和歌山保健医療圏地域・職域

連携推進協議会において、自転車を活用した健康づくりに関する啓発活動を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（施策４－２）市内事業者への自転車通勤の推奨 

◆自転車通勤のメリット（事業者／①経費削減②生産性の向上③イメージアップ④雇用の拡大、

従業員／①通勤時間の短縮②身体面の健康増進③精神面の健康増進）やＣＯ₂削減などの観点か

ら、和歌山市内の事業所に対し、自転車通勤の導入を推奨します。 

◆和歌山市でも、引き続き職員に対して、自転車通勤を含めたエコ通勤を推奨していきます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  
図 45 自転車通勤導入に関する手引き 

図 44 地域職域リーダー養成講習会 

分野４：健康増進の目標 

「自転車利用を通じて元気に暮らせるまち」の実現に向けた２つの施策 
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４.自転車活用を推進するために必要な事項 
 

（１） 関係者の連携・協力 

本計画に位置付けられた目標を達成するため、市の関係部局はもとより、市民、関係団体、国・

県・警察、教育委員会等が緊密に連携して施策の推進を図ります。 

  

（２） 計画のフォローアップと見直し 

  本計画の実現に向けて、定期的に進捗状況についてのフォローアップを実施します。フォロー

アップについては、計画で定めた目標を踏まえ、ＰＤＣＡの考え方に基づき毎年度、各施策の進

捗状況を確認します。 

  また、確認を踏まえ、必要に応じて見直しを実施していきます。 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

Plan 
【計画】 

 

Do 
【実施】 

 

Check 
【評価】 

 

Action 
【見直し】 

図 46 計画のフォローアップ 

 

和歌山市 
自転車活用
推進計画 

関係機関との連携 
による事業の展開 
 

 

 

進捗確認、 
実績評価 
 

 

 

計画の見直し、 
計画の策定 

 

施策実施における 
課題への対応 
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５.巻末資料 
 

 

 

 

 

（１）用語説明 

（２）関連資料 
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（１）用語説明 

※１ 川のサイクリングロード［P.1］ 

和歌山下津港を起点とし橋本市に至る総延長約６０ｋｍの一般県道紀の川自転車道線であり、紀の

川の河川敷等を活用し、出来る限り専用道路を中心として整備が進められている。このうち、和歌山

市域の区間は、紀の川の河川敷を基本とした約１５ｋｍ。ＷＡＫＡＹＡＭＡ８∞や京奈和自転車道の

一部を構成。 

 

※２ 海のサイクリングロード［P.1］ 

新宮市から和歌山市に至る風光明媚な海岸沿いを巡るルートであり、既存道路を活用しながら、安

全で快適なルートの整備が進められている。和歌山市域の区間は、毛見から和歌浦や雑賀崎を経由

し、名所・旧跡等を巡りながら加太に至る約３０ｋｍ。ＷＡＫＡＹＡＭＡ８∞や太平洋岸自転車道の

一部を構成。 

 

※３ 自転車関連事故［P.3］ 

自転車が関連する交通事故であり、自転車と自動車、自転車と自転車、自転車と二輪車、自転車と

歩行者、自転車単独等その他の事故のこと。 

 

※４ 軽車両［P.6］ 

  自転車、荷車その他人若しくは動物の力により、又は他の車両に牽引され、かつ、レールによらな

いで運転する車（そり及び牛馬を含む。）であって、身体障害者用の車いす、歩行補助車等及び小児

用の車以外のもの。（道交法第２条第１項第１１号） 

 

※５ サイクルステーション［P.9］ 

サイクリストが休憩や自転車のメンテナンスを行うことができる施設として、民間の店舗や公共施

設等を和歌山県が登録。 

 【令和２（２０２０）年３月 1日時点】 

＜登録要件＞次の①～③全てを満たす施設 

① 休憩（駐輪）スペース、②トイレの使用、③空気入れの貸し出し 

＜登録数＞３２か所 

 

※６ サイクリストに優しい宿［P.9］ 

  サイクリストに安心・快適に滞在いただくための宿泊施設として、和歌山県及び和歌山県観光連盟

が認定。 

【令和２（２０２０）年３月 1日時点】 

 ＜認定条件＞次の①～④全てを満たす宿泊施設 

①「自転車を組み立てた状態で、客室への持ち込みが可能」 もしくは、「自転車を組み立てた状態

で、一般客の立ち入らない施錠可能な場所(バックヤードや倉庫・車庫等)で保管が可能」 

②「スポーツバイク対応の空気入れ」及び「修理工具」の貸出 

③手荷物一時預り（チェックイン前／チェックアウト後） 

④宅配便（自転車を含む）の受取・発送サービス 

＜認定数＞９か所 
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※７ コミュニティ・スクール［P.17］ 

学校と保護者や地域の皆さんがともに知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させることで、一緒

に協働しながら子供たちの豊かな成長を支え「地域とともにある学校づくり」を進める法律（「地方

教育行政の組織及び運営に関する法律」第４７条の６）に基づいた仕組み。 

 

※８ ナショナルサイクルルート［P.19］ 

自転車活用推進法に基づき、自転車を通じて優れた観光資源を有機的に連携するサイクルツーリズ

ムの推進により、日本における新たな観光価値を創造し、地域の創生を図るため、令和元（２０１

９）年９月に国土交通省自転車活用推進本部が創設した、日本を代表し、世界に誇りうるサイクルル

ートのこと。 

 

※９ 太平洋岸自転車道のアクションプラン［P.19］ 

  国土交通省（太平洋岸自転車道ナショナルサイクルルート指定推進協議会）が令和元（２０１９）

年１２月２０日付けで公表した、太平洋岸自転車道のナショナルサイクルルート指定に向けた、実施

プランを明確にした計画書。令和２（２０２０）年までに実施する取組内容が明記されている。 

 

※10 ゲートウェイ［P.20］ 

サイクリングにおいて、利用者の快適で安心な利用サポートのための機能を有し、多様な交通手段

に対応できる出発地点のこと。サイクリングルート近傍の主要アクセスポイントである空港や、鉄道

駅、道の駅等が例として挙げられる。 
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（２）関連資料 

 ア）インターネットモニターでのアンケート調査結果 

自転車活用に関する意識について

□調査期間 令和元年６月１７日～令和元年６月２８日

□調査の趣旨

□対象者数 775 人（令和元年６月４日現在）

□回答者数 629 人

□回答率 81.2 ％

（図および表中の比率は、少数点第２位を四捨五入して表示しています。したがって、内訳を合計しても１００％に合致しない場合があります。）

【職業】

内訳 人数 ％

会社員 205 32.6

自営業 41 6.5

農林水産業 8 1.3

パート・アルバイト 138 21.9

専業主婦（夫） 141 22.4

学生 7 1.1

無職 82 13.0

その他 7 1.1

合計 629 99.9

【年齢】

内訳 人数 ％

10歳代 1 0.2

20歳代 35 5.6

30歳代 162 25.8

40歳代 170 27.0

50歳代 115 18.3

60歳代 82 13.0

70歳代 52 8.3

80歳以上 12 1.9

合計 629 100.1

【性別】

内訳 人数 ％

男性 239 38.0

女性 390 62.0

合計 629 100.0

【導入】

内訳 人数 ％

便利で手軽な交通手段 531 84.4

健康に良い乗り物 420 66.8

環境に優しい乗り物 389 61.8

誰でも利用し易い乗り物 320 50.9

放置自転車による問題 156 24.8

スポーツ・余暇活動の一種 125 19.9

災害時に便利な交通手段 110 17.5

車や歩行者のスムーズな通行を阻む

迷惑な乗り物 96 15.3

その他 13 2.1

特に持っていない 12 1.9

内訳 人数 ％

１週間に５日以上 120 19.1

１週間に３～４日 54 8.6

１週間に１～２日 85 13.5

１か月に数日 106 16.9

１年間に数日 107 17.0

利用しない 157 25.0

合計 629 100.1

【問２－１】　問２で自転車を利用すると回答された方にお聞きします。よく利用する自転車の種類はどれですか？ 　（該当者472人）

内訳 人数 ％

一般車・シティサイクル

（ママチャリなど） 337 71.4

電動アシスト自転車 68 14.4

折りたたみ自転車 30 6.4

スポーツ用・競技用自転車

（クロスバイク・ロードバイクな

ど） 36 7.6

その他 1 0.2

合計 472 100.0

自転車活用に関して、皆様のご意見をお聞きします。

　和歌山市では、自転車の活用を推進するための計画を検討しています。計画策定の参考とするため、自転車活用に関してお聞きします。

【問１】　自転車に対してどのようなイメージを持っていますか？

【問２】　自転車を利用する頻度はどのくらいですか？

32.6 6.5 

1.3 

21.9 22.4 

1.1 

13.0 
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内訳 人数 ％

買い物 224 47.5

通勤・通学 72 15.3

仕事・業務 27 5.7

社交・娯楽 40 8.5

子供の送迎 30 6.4

健康づくり 22 4.7

サイクリング 22 4.7

観光 3 0.6

その他 32 6.8

合計 472 100.2

内訳 人数 ％

１ｋｍ未満 164 34.7

１ｋｍ以上２ｋｍ未満 154 32.6

２ｋｍ以上３ｋｍ未満 60 12.7

３ｋｍ以上４ｋｍ未満 29 6.1

４ｋｍ以上５ｋｍ未満 28 5.9

５ｋｍ以上１０ｋｍ未満 26 5.5

１０ｋｍ以上 11 2.3

合計 472 99.8

内訳 人数 ％

走行する道路環境が整っていない 205 32.6

駐輪環境が整っていない 41 6.5

荷物を運ぶのに不便 38 6.0

移動するには目的地が遠い 46 7.3

運転に自信がない 10 1.6

雨天時に利用しにくい 228 36.2

特にない 29 4.6

その他 32 5.1

合計 629 99.9

内訳 人数 ％

知っている 249 39.6

知らない 380 60.4

合計 629 100.0

内訳 人数 ％

１週間に５日以上 0 0.0

１週間に３～４日 0 0.0

１週間に１～２日 3 1.2

１か月に数日 20 8.0

１年間に数日 24 9.6

利用しない 202 81.1

合計 249 99.9

内訳 人数 ％

駅周辺の駐輪場の整備・改善 213 33.9

バス停周辺の駐輪場の整備・改善 60 9.5

公共施設周辺の駐輪場の整備・改善 57 9.1

商業施設周辺の駐輪場の整備・改善 47 7.5

放置自転車の撤去の強化 70 11.1

監視員等による指導の強化 16 2.5

正しい自転車利用の啓発活動 116 18.4

特になし 40 6.4

その他 10 1.6

合計 629 100.0

内訳 人数 ％

保育園・幼稚園 8 1.3

小学校・中学校 356 56.6

高等学校 3 0.5

大学 0 0.0

自動車学校 10 1.6

勤務先 6 1.0

受けたことがない 129 20.5

覚えていない 110 17.5

その他 7 1.1

合計 629 100.1

【問３】　自転車の利用に関して不便に思うことは何ですか？ 自転車を利用しない方は利用しない理由は何ですか？

【問４】　和歌山市内にあるサイクリングロードを知っていますか？ 

【問４－１】　問４で「知っている」と回答された方にお聞きします。利用する頻度はどのくらいですか？（該当者249人）

【問５】　自転車の駐輪環境をよくするためにどの取組が有効だと思いますか？ 

【問６】　自転車に関する交通安全教育を受けたのはどこですか？ 

【問２－２】　問２で自転車を利用すると回答された方にお聞きします。自転車を利用する主な目的は何ですか？ （該当者472人）

【問２－３】　問２で自転車を利用すると回答された方にお聞きします。１日の平均的な移動距離はどのくらいですか？ （該当者472人）
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【問７】　自転車事故による損害賠償責任を補償する保険に加入していますか？ 

内訳 人数 ％

加入している 306 48.6

加入していない 255 40.5

わからない 68 10.8

合計 629 99.9

内訳 人数 ％

自転車通行空間の整備 430 68.4

駐輪場の整備・

放置自転車対策の強化 331 52.6

自転車の安全利用の促進・

学校における交通安全教育の推進 235 37.4

公共交通との連携促進

（自転車をそのまま持ち込める

サイクルトレインなど） 191 30.4

自転車通勤などの促進 143 22.7

シェアサイクル（専用駐輪場間でい

つでも利用・返却できる自転車共有

システム）の普及 114 18.1

サイクリング環境の整備

（モデルルートの設定や休憩地点の

整備など） 106 16.9

自転車を活用した健康づくりの推進 104 16.5

サイクルスポーツの活性化

（自転車イベントの開催など） 74 11.8

特になし 25 4.0

その他 11 1.7

【問８】　自転車活用を推進するために重要だと思う施策はどれですか？ 
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その他

 

 イ）太平洋岸自転車道の位置図 

      ◆全体図（起点／千葉県銚子市 ～ 終点／和歌山県和歌山市） 
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三重県

愛知県 静岡県

神奈川県

千葉県

和歌山県和歌山市

千葉県銚子市

3 

4 

2 

１ 

4 

◆和歌山市域図（和歌山マリーナシティ ～ 加太港（淡嶋神社前）） 

浜の宮ビーチ 

加太港の夕日 

2 

１ 

3 紀の川河口付近の堤防 

和歌の浦千潟 
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 ウ）和歌山市内におけるサイクリングロード 

 ◆サイクリングロード（海のルート、川のルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ）自転車活用推進施策に係る関係各課 

   本計画を推進するにあたり、各分野の目標を達成するため、以下の体制で取り組みます。 

（※なお、必要に応じて連携課等が増える可能性はあります。） 

2 

１ 

3 

１ 3 

4 

4 2 雑賀崎漁港 

加太・友ヶ島 紀の川河川敷 

川辺橋付近の堤防 
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政
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課
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ス
ポ
ー

ツ
振
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農
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央
卸
売
市
場

道
路
政
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課

道
路
建
設
課

街
路
建
設
課

道
路
管
理
課

公
園
緑
地
課

都
市
再
生
課

ま
ち
な
み
景
観
課

学
校
教
育
課

○ ◎

○

○ ◎ ○

○

◎

◎

◎ ○

◎

◎

◎

◎

施策２－２ ◎

施策２－３ ◎ ○

○ ◎ ○ ○

施策３－１ ◎

◎ ○ ○ ○

施策３－２ ○ ◎

◎ ○ ○ ○ ○ ○

施策３－３ ◎ ○

○ ◎ ○

◎

◎ ○

○

◎

◎

施策４－１ ◎

施策４－２ ○ ◎ ○

◎

◎

◎ ○

その他自転車関係に係る事務 ◎
※◎が主担当課、○が連携課

（令和２年４月１日時点）

自転車を活用したまちづくりを推進する全国市区町村長の会

和歌山市自転車活用推進計画

アクセス環境の改善②【その他（整備等）】

先進地域との連携によるサイクリスト誘客②【その他（イベント等）】

施策１－１

施策１－３

施策１－４

施策２－１

施策１－２

分野２：安全・安心（目標：『自転車利用者の交通マナーが良いまち』）

施策３－４

放置自転車対策の推進

市営自転車等駐車場の再整備の推進②【その他（整備等）】

自転車利用者に対する安全利用啓発の推進②【その他】

観光地を巡るサイクリングルートのＰＲ推進

官民連携等によるサイクリングの拠点整備などサイクリング環境の充実③【市場】

官民連携等によるサイクリングの拠点整備などサイクリング環境の充実②【加太】

アクセス環境の改善①【政策的な検討】

市営自転車等駐車場の再整備の推進①【政策的な検討（整備計画等）】

シェアサイクル等による二次交通の推進

まちづくりと連携した総合的な取組の推進①【政策的な検討】

分野１：都市環境（目標：『すべての自転車利用者が快適に走れるまち』）

自転車通行空間が整備されたネットワークの構築①【政策的な検討（ネットワーク計画等）】

自転車通行空間が整備されたネットワークの構築②【その他（整備等）】

レンタサイクルの利用促進

まちづくりと連携した総合的な取組の推進②【その他（整備等）】

施策３－５

市内事業者への自転車通勤の推奨

目標４ 自転車事故のない安全で安心な社会の実現

先進地域との連携によるサイクリスト誘客①【政策的な検討】

分野３：観光・スポーツ（目標：『サイクリストや観光客が楽しめるまち』）

自転車利用者に対する安全利用啓発の推進①【学校向け】

手軽に実施しやすい有酸素運動としてのサイクリングの活用

各学校における交通安全教室の充実

官民連携等によるサイクリングの拠点整備などサイクリング環境の充実①【その他】

シェアサイクル等による二次交通の推進（再掲）

太平洋岸自転車道NCR指定推進協議会
その他

総
務
局

産
業
交
流
局

都
市
建
設
局

目標及びその目標達成のための施策に対する主な関係課

レンタサイクルの利用促進（再掲）

広域サイクリングルートの活用【サイクリングイベント等】

自転車損害賠償保険等の加入促進

太平洋岸自転車道の整備推進

◎

◎

○

◎
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和歌山市自転車活用推進計画 

令和２（２０２０）年３月策定 

 

和歌山市 市長公室 政策調整部 政策調整課 

〒６４０－８５１１ 和歌山市七番丁２３番地 

TEL 073-435-1013  FAX 073-435-1213 

E-mail seisakuchosei@city.wakayama.lg.jp 


